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目指せ!大学ロポコンへの挑戦
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1 .はじめに
からくりサークノレでは、従来からETロボコンへの

活動に取り組んでいます。 ETロボコンは組込みソフ

トウェア分野であり、ハードウェア関係であるロボッ

ト設計、製作活動(構造、駆動、加工)が含まれてお

りません。そこで、本プロジェク トでは全てのものづ

くり分野が求められるNHK大学ロボコンへの出場を

目指し、アイディア創出、設計、申請書製作、ロボッ

ト製作を行いました。

2. NHK大学ロポコン

NHK大学ロボコンの出場審査には一次審査である

書類審査と、二次審査であるビデオ審査があります。

2010年の競技としては、ブロックを積み上げてピラ
ミッドを 3個っくり、その得点を競います。ロボット

としては、手動ロボッ ト1台、自動ロボッ ト2台また
は3台必要です。

3.製作活動
書類製作の準備として、機構 ・駆動 ・制御知識を修

得するため、図 1に示すラインを検知しものをつかむ

機構のマイコンカーを製作しま した。これらの知識を

活か し、アイ ディアを創造し、図 2~図 5 に示すよう

に3D-CADを用いて設計 ・製図を行いました。また、

図6に示すようにフ。ラ板を使ってモテールの製作をし、

問題点の確認などを行いました。これらの活動をもと

に製作したロボットを図 7に示します。これは自動ロ

ボット 3号(図 5)であり、図8に示すように最初に

ブロックが搭載されており、そのブロックを図9に示

すように前方に押し出します。その後、図 10に示す

ように後方からブロックを積み込むことができるよう

になります。このように実際にアイディア創出から最

終製作活動を行いました。

4. まとめ
NHK大学ロボコンへの出場をめざし、アイディア

創出から製作活動を行い、多くのことを経験すること

!l!J8 ブロック躍嘉吉持 !l!J9 ブロック押ι出ι

が出来、物づくり活動の面白さ、難しさを知りました。

2010年の大学ロボコンには一次審査で落選しました
が、これからの経験を活かし、からくりサークノレの活

動と して、様々なことに挑戦していきたいと思います

!l!J1 マイコンカー

!l!J2 手動口*‘ッ介

!l!J3 f!jlJJ口*、ツ介 f号 !l!J4 f!j亘書口*'ッ介2号

!l!J5 f!j身口*、ツ介3号 @ 6 初期モデル

!l!J 10 ブロック補指
!l!J 7 3号のfl!iffin
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